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れている。申請者は、光学活性な (S,S) 体の DDPO 骨格と親水性基としてアミノ酸部位
を含む光学活性な新規両親媒性磁性化合物の合成に成功し、それらのゲル化能の比較と


















第三章では、D 体または L 体のグルコース部位を有する光学活性な新規両親媒性磁
性化合物の合成と磁性ナノチューブの形成の可否について述べられている。申請者は、(S,







いる。申請者は、分子のコア中に２個の DDPO 骨格を有し中心対称性の (R,S) 体のニ
トロキシドジラジカル液晶性化合物の合成に初めて成功した。偏光顕微鏡観察と SAXS 
測定により、発現した液晶相をヘキサゴナルカラムナー相とスメクチック相と同定した。
ついで、この (R,S) 体についてSQUID 磁束計によりモル磁化率の温度依存性を測定し
たところ、固体-液晶相転移温度でモル磁化率の上昇は確認されなかった。一方、この (R,


























































粋な (R,S) 体の第一昇温過程では「正の磁気液晶効果」が見られなかったが、2 K 
まで降温後の第二昇温過程で「正の磁気液晶効果」を観察している。また、ほぼ純粋
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